
 

－107－ 

調べたことから社会的事象の意味や働きに 
ついて考える力を育てる社会科指導の工夫 
－関連図をもとに話し合う交流活動を取り入れて－            

 
長期研修員  長岡 誠  

 
 
本研究は、関連図をもとに話し合う交流活動を取り入れることで、調べたことから社会的事

象の意味や働きについて考える力を育てようとしたものである。具体的には、つかむ過程で個

の予想を関連図に表し問題を焦点化する。調べる過程では個で調べた事実を関連図に表しグル

ープで話し合う。深める過程ではグループで作成した関連図をもとに全体で話し合うなど、社

会的事象の意味や働きについて考えられるように指導の工夫を行った。 
【キーワード：社会－小 問題解決学習 交流活動 関連図】 

 
Ⅰ 主題設定の理由 

 
社会科教育において、生きる力の育成のために、自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力など

の資質や能力、問題を発見し解決する力などを育てることが重視されている。問題解決的な学習

や体験的な活動、学び方や調べ方を身に付ける学習を取り入れるなど、社会科の学習指導の改善

が図られてきたが、子供たちが考えを深めるまでに至らないという状況も少なくない。平成 14年

度の教育課程実施状況調査では、国・県ともに「社会的な思考・判断」の通過率が設定通過率を

下回っており、調べたことから考える社会科の学習指導の改善が急務となっている。 
子供たちは、社会科の学習において、地域へ出かけての見学や調査、本やインターネットによ

る資料収集など多様な手段を使って調べることが好きである。また、調べたことを表現する方法

も多様化してきている。その反面、調べることが目的化し、調べたことを発表するだけで終わっ

てしまい、社会的事象の意味や働きについて考えたりするなど、調べたことから考える力が十分

に育っていない。その原因として、問題解決的な学習の過程において、社会的事象の意味や働き

について考える視点を明確に示してこなかったこと、調べたことを比べたり、つなげたりするな

ど、考える力を育てる学習が不十分であったことなどが考えられる。 
調べたことから考える力を育てるには、社会的事象の意味や働きについて考える視点を明確に

して追究活動を行い、社会的事象を構成する一つ一つの事実を正確にとらえ、事実と事実を比べ

てその特色を考えたり、事実と事実をつなげて因果関係について考えたりする場を設定する必要

がある。その際、自分の考えをもとに、友達との交流を通して、新たな事実や考えに触れ、自分

の考えを吟味・検討していくことが必要となる。そこで、本研究では、問題解決的な学習のそれ

ぞれの過程に、社会的事象の相互のつながりや因果関係をキーワードや線を使って図示した関連

図をもとに話し合う交流活動を取り入れて、調べたことから社会的事象の意味や働きについて考

える力を育てる社会科指導の工夫について考えてみた。つかむ過程で、予想を関連図に表し、類

型化することによって追究の視点を明確にする。調べる過程で、自分で調べたことをもとに関連

図を修正し、それをもとにグループで話し合い、社会的事象の意味や働きについて、自分の考え

をもつ。深める過程で、クラス全体で関連図をもとに話し合い、自分では気付かなかった社会的

事象の意味や働きなど多様な考えに触れ、交流することによって、更に自分の考えを深めていく。 
以上のように、問題解決的な学習の過程に、関連図をもとに話し合う交流活動を取り入れる

ことにより、調べたことから社会的事象の意味や働きについて考える力を育てることができると

考え、本主題を設定した。 

《研究の概要》
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図１ 研究の基本構想図 

Ⅱ 研究のねらい 

 
調べたことから社会的事象の意味や働きについて考える力を育てるために、問題解決的な学習

の過程に、関連図をもとに話し合う交流活動を取り入れることが有効であることを実践を通し

て明らかにする。 
 
Ⅲ 研究の見通し 

  
１ つかむ過程において、社会的事象との出会いから生じた気付きや疑問に対する予想を関連図

に表し、その予想についてグループで話し合う交流活動を行えば、追究の視点を明確にするこ

とができ、解決に向けての見通しをもつことができるであろう。 
 
２ 調べる過程において、個人で調べて分かったことを関連図に表し、個人で調べて分かった事

実について、グループで話し合う交流活動を行えば、事実と事実のつながりに気付き、調べた

ことから社会的事象の意味や働きについて、自分の考えをもつことができるであろう。 
 
３ 深める過程において、グループで作成した関連図をもとに、グループで調べて分かった事実

について、クラス全体で話し合う交流活動を行えば、多様な考えに触れることで新たな事実と

事実のつながりに気付き、調べたことから社会的事象の意味や働きについて、考える力を育て

ることができるであろう。 
 
Ⅳ 研究内容と方法 

 

１ 研究の内容 

(1) 調べたことから社会的事象の意味や働きについて考える力とは 
 社会的事象とは、私たちの生活を取り巻く社会の出来事や事柄のことである。それらの相互の

関連や特色、人々の生活に与える影響や役割を社会的事象の意味や働きととらえた。調べたこと

から社会的事象の意味や働きについて考える力とは、子供たちが観察・調査したり見学したりす

ることによってとらえた具体的な事実をもとに、事実と事実

を比べたり、つなげたりし、社会的事象相互の関連や特色、

人々の生活に与える影響や役割について考える力のことで

ある。考える力の構成要素として、以下の三つの力を考えた。

①社会的事象をとらえる力（社会的事象の事実を正確にとら

える力）。②社会的事象を比べる力（社会的事象の共通点や

相違点を見つけ、特色を考える力）。③社会的事象をつなげ

る力（事象と事象の因果関係を考えたり、自分の生活とのか

かわりを考えたり判断したりする力）。これらの力は、問題

解決的な学習の過程で、個々に独立して働くものではなく、

組み合わさって発揮される力である。個別学習やグループ学

習、一斉学習の中で、これらの力を繰り返し使って追究活動

を行うことにより、社会的事象の意味や働きについて、更に

深まった見方や考え方が育っていく。こうした学習を繰り返

すことにより、調べたことから社会的事象の意味や働きにつ

いて考える力を育てることが可能になると考える（図 1）。 
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(2) 関連図をもとに話し合う交流活動とは 
 関連図とは、楕円の中に社会的事象のキーワードを記入し、線によって結び、社会的事象相互

の関連を表したものである。そして、関連図をもとに話し合う交流活動とは、個人やグループで

作成した関連図をもとに、グループやクラス全体での話し合いを通して、事実と事実を比べたり、

つなげたりすることで、社会的事象の意味や働きについて考えを深めていく活動である。これら

の活動を問題解決的な学習の過程の中に取り入れる。つかむ過程では、関連図をもとに各自の予

想について話し合う交流活動を行うことにより、社会的事象との出会いから生じた気付きや疑問

に対する予想を同じ内容のまとまりごとに分類し、追究の視点を明確にしていく。調べる過程で

は、調べて分かったことを関連図に表し、個人で調べた事実について、グループで話し合う交流

活動を行うことにより、事実と事実のつながりから社会的事象の意味や働きについて、自分の考

えをもつ。深める過程では、グループで作成した関連図をもとに、グループで調べた事実につい

て、クラス全体で話し合う交流活動を行うことにより、多様な考えに触れることで新たな事実と

事実のつながりに気付き、社会的事象の意味や働きについて、自分なりの意味付けを行い、考え

を深めていく。このように、関連図をもとにして、個人、グループと話し合う交流活動を繰り返

し行い、最後にクラス全体で交流することで、自分の考えが整理されるとともに、その広がりか

ら、社会的事象の見方や考え方が深まり、調べたことから社会的事象の意味や働きについて考え

る力を育てることができると考える。 
 
２ 研究の方法 

研究の見通しに基づき、以下の計画で授業実践を行い、検証する。 
(1) 授業実践計画及び検証計画 
対 象 高崎市立西小学校５年１組（34名） 
実 施 期 間 平成 16年 10 月 20 日～11 月 11日（８時間）

単元名
 

３ くらしとインターネット 
学習指導要領第５学年(３)－ア  

検 証 項 目 検 証 の 観 点 検 証 の 方 法

見通し１ 
つかむ過程において、インターネットの利用者の増加を表すグラフから気付いたことや疑問に対す

る予想を関連図に表し、グループで話し合う交流活動を取り入れたことは、追究の視点を明確にし、

解決に向けての見通しをもつのに有効であったか。 

・関連図 
・ワークシート 
・観察 ・事後調査 

見通し２ 
調べる過程において、インターネットを利用した情報の活用について、調べて分かったことを関連

図に表し、グループで話し合う交流活動を取り入れたことは、事実と事実のつながりに気付き、調べ

たことから、自分の考えをもつのに有効であったか。 

・関連図 
・ワークシート 
・観察 ・事後調査 

見通し３ 
深める過程において、インターネットを利用した情報の活用について、グループで作成した関連図を

もとに、グループで調べた事実について、クラス全体で話し合う交流活動を取り入れたことは、新た

な事実と事実のつながりに気付き、調べたことからインターネットが人々の生活や産業に大きな影響

を与えているという社会的事象の意味や働きについて考える力を育てる上で有効であったか。 

・関連図 
・ワークシート 
・観察 
・事後調査 

(2)  抽出児童 

Ａ 
学習に対する興味・関心が高く、調べ学習など意欲的に取り組む。学習問題を意欲的に追究し、調べたことから社会的事象の意味や働

きについて、自分なりの考えを導き出すことができる。関連図をもとに友達と交流活動を行うことにより、自他の考えのよさに気付かせ、

社会的事象の意味や働きについて考えを深めることができるようにしたい。 

Ｂ 
調べたことから自分なりの考えを導き出すことなどを苦手としており、調べ学習の段階から支援が必要となる。関連図をもとに何につ

いて調べ考えるのかという追究の視点を明確に示して、調べ学習に取り組ませる。また、グループや一斉学習での交流活動を通して、友

達の多様な考えに触れることにより、自分の考えを深めることができるようにしたい。 

 

Ⅴ 研究の展開 

１ 小単元の考察と目標、評価規準 
小単元名 ３ 「くらしとインターネット」 （学習指導要領第５学年 内容(３)－ア） 

小
単
元
の
考
察 

本単元は、学習指導要領の第５学年の内容(3)－アを受けて設定したものである。情報の有効な活用を学ぶ上で、近年著しい増加を見せているイン

ターネットを中心に単元を構成することにした。インターネットの利用者は、平成 15 年度末で 7730 万人に達し、普及率は６割を超え着実に生活の中

に浸透してきている。ニュースなどの情報収集、仕事上での活用、電子メールなどの通信手段、インターネットショッピングなど様々な利用用途があ

げられる。産業界においてもインターネットをはじめとする情報通信ネットワークの活用は着実に進んでおり、コンビニエンスストアのＰＯＳシステ

ムによる販売管理、宅配便における荷物の情報管理、電子商取引など既存の流通販売システムを変え、産業構造も大きく変化してきている。しかしな

がら、インターネットの匿名性を悪用した犯罪やコンピュータウィルスの問題、個人情報の流出など、一度情報の活用の仕方を誤ると国民の生活や産

業に多大な影響を及ぼすものでもある。また、だれでも気軽に発信できるというところから、インターネットのチャットの書き込みなどを巡ってトラ

ブルが起きるなどの課題も指摘されている。児童は、社会科や総合的な学習の時間にインターネットを利用して、調べ学習などを行ってきている。イ

ンターネットを利用した情報の収集が便利である反面、自分にとって必要な情報を探し出すことができないといった場面も少なくない。また、身の回

りにおいてインターネットを利用した情報のやりとりが、人々の生活や仕事に大きな影響を及ぼしていることなどには気付いていない。様々なメディ

アを通して多種多様な情報を入手できる世の中において、インターネットを中心とした情報の活用について学ぶことは、これからの情報化社会を生き

る上で大変意義あるものであると考え、本単元を設定した。 
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目
標 

 情報と自分たちの生活や産業とのかかわりに関心をもち、自分の家、身近な店や会社、公共施設などでは、インターネットの情報をどの

ように仕事や生活に生かしているかを見学、調査をしたり、各種の基礎的資料を効果的に活用したりして意欲的に調べ、我が国の通信など

の産業が国民生活に大きな影響を及ぼしていることを考える。 

【小単元の評価規準及び学習活動における具体の評価規準】 

 ア 社会的事象への 
関心・意欲・態度 

イ 社会的な思考・判断 ウ 観察・資料活用の 
技能・表現 

エ 社会的事象についての

知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準 

自分の家、身近な店や会社、公

共施設などにおける情報の働き

や活用の仕方に関心をもち、それ

を意欲的に調べることを通して、

国民生活を支えている通信など

の産業について関心を深める。 

自分の家、身近な店や会社、公

共施設などにおける情報の働き

や活用の仕方について学習の問

題を見いだして、追究、解決し、

国民生活に大きな影響を及ぼし

ている通信などの産業の意味を

考え、適切に判断する。 

自分の家、身近な店や会社、公

共施設などにおける情報の働き

や活用の仕方について見学、調

査をしたり、各種の基礎的資料を

効果的に活用したりするとともに、

調べた過程や結果を目的に応じ

た方法で表現する。 

自分の家、身近な店や会社、公

共施設などでは、必要な情報を集

め生活や仕事に生かしていること

が分かり、我が国の通信などの産

業は、国民の生活に大きな影響を

及ぼしていることや情報の有効な

活用が大切であることを理解して

いる。 

学
習
活
動
に
お
け
る 

具
体
の
評
価
規
準 

①自分の家、身近な店や会社、

公共施設などにおける情報の

働きや活用の仕方に関心をも

ち、意欲的に調べようとする。 

②情報の有効な活用の仕方につ

いて考え、これからの情報と国

民生活のかかわりについての

関心を深める。 

①自分の家、身近な店や会社、

公共施設などにおける情報の

働きや活用の仕方について問

題意識をもち、学習の見通しを

もって追究し、解決している。 

②調べたことをもとに、我が国の

通信などの産業が国民の生活

に大きな影響を与えていること

を考え、適切に判断している。 

①自分の家、身近な店や会社、

公共施設などにおける情報の

働きや活用の仕方について、

見学、調査したり、各種の基礎

的資料を活用したりして具体的

に調べている。 

②自分の家、身近な店や会社、

公共施設などにおける情報の

働きや活用の仕方について、

調べた過程や結果を友達に分

かりやすく表現している。 

①自分の家、身近な店や会社、

公共施設などでは、必要な情

報を集め生活や仕事に生かし

ていることが分かる。 

②我が国の通信などの産業は、

国民の生活に大きな影響を及

ぼしていることを理解している。

 

２ 指導と評価の計画（※省略、資料編参照） 

 

Ⅵ 研究の結果と考察 

 

１ つかむ過程において、インターネットの利用者の増加を表すグラフから気付いたことや疑問

に対する予想を関連図に表し、グループで予想について話し合う交流活動を取り入れたことは、

追究の視点を明確にし、解決に向けての見通しをもつのに有効であったか  
第１時は、社会的事象に関する気付きや疑問に対する予想を個人の関連図に表し、それをもと

に子供たちが話し合う交流活動を行った。まず、インターネット利用者の増加・普及率の増加の

グラフを提示し、気付いたことや疑問に思ったことを話し合った結果、「インターネットの利用者

が増えたのはどうしてだろうか」という課題が設定され、子供たちは個人で予想したことを関連

図に記入した。次に、個人で作成した関連図をもとに、各自の予想をグループで話し合いながら

関連図を再構成し、内容を分類していくことで、何について調べたらよいのか追究の視点を明確

にしていった。そして、各班の追究の視点を発表し、足りないところは補うなどし、家での活用、

店での活用、会社での活用、市役所での活用など、グループの追究の視点を設定した。最後に、

各グループの発表をもとに、インターネットが私たちの生活や産業とどのようにかかわっている

のか話し合い、「インターネットのひみつをさぐろう」という共通課題を教師が提示した。 
Ａさんは、インターネットの利用者が増えた理由について、「パソコンやけいたい電話を利用す

る人が増えたから」と予想し、関

連図に 16個の項目を記入した（資

料１－①）。大まかに分類すると、

家での活用、学校での活用、店で

の活用、会社での活用の四つであ

る。家と会社でのメールの活用に

ついて、それぞれの項目を線で結

び、情報を交換するという意味で

関連付けている。グループでの話

合いでは、「家では、ゲームをし

資料１ Ａさんの関連図の変化（個→グループ） 

①             ②  
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資料３ 事後アンケート調査１ 
関連図をもとに話し合う交流活動は、追
究の視点を明確にする上で役立ったか
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たりメールをしたりするなどしてインターネットを使う人が増えたのではないか」「お店では、ホ

ームページで商品を宣伝したり、インターネットで買い物をすることができるから、インターネ

ットを使う人が増えたのではないか」など、家での活用や店での活用に関して意見を述べ、関連

図の作成に進んで取り組んでいた。関連図をもとに何について調べていくのか追究の視点を明確

にしていく段階では、似たような内容を分類していくことで、家での活用、店での活用、市役所

での活用、警察署での活用などに焦点化することができた。 
Ｂさんは、インターネットの

利用者が増えた理由について、

「情報をたくさん入手できる

から」と予想し、関連図に 12

個の項目を記入した（資料２－

①）。家と学校での活用に関し

ては、つながりがはっきりとし

ているが、天気、ゲーム、食べ

物などの項目にはつながりが

ない。しかし、作成した関連図

をもとにグループでの話合い

を行った結果、天気などの項目が調べものやニュースに関連付けられるなど、修正されているこ

とが分かる。したがって、グループの話合いをもとに、Ｂさんの考えが修正され、グループの関

連図に生かされたと考えることができる。関連図をもとに何について調べていくのか追究の視点

を明確にしていく段階では、似たような内容を分類していくことで、家での活用、学校での活用、

店での活用、会社での活用に焦点化することができた。 
 全体的に見ると、日ごろ話合いを苦手としている子

も、個人で作成した関連図をもとに、話し合いながら

グループの関連図を作成したことで、意欲的に話合い

に参加することができた。また、グループで新たな関

連図を作成したことにより、自分の考えがグループの

関連図に生かされたり、関連付けが修正されたりした。

さらに、グループで作成した関連図をもとに、似たよ

うな内容をまとめて分類していくことで、子供たちは

追究の視点を明確にすることができ、何についてどのようなことを詳しく調べていけばよいのか

解決に向けての見通しをもつことができた。事後調査でも 20 名の児童が、「関連図に書いたこと

で、調べるテーマがきめられた」「自分の調べることをはっきりときめられた」など、関連図をも

とに話し合ったことが追究の視点を明確にする上で役に立ったと答えている（資料３）。 
これらのことから、つかむ過程において、社会的事象との出会いから生じた気付きや疑問に対

する予想を関連図に表し、グループで話し合う交流活動を取り入れたことは、追究の視点を明確

にし、解決に向けての見通しをもつのに有効であったと考えられる。 

 

２ 調べる過程において、インターネットを利用した情報の活用について、調べて分かったこと

を関連図に表し、個人で調べた事実について、グループで話し合う交流活動を取り入れたこと

は、事実と事実のつながりに気付き、調べたことから自分の考えをもつのに有効であったか  

 第５時は、それぞれ個人で調べたことを情報たんけんカード（追究活動に使ったワークシート）

にまとめ、それらをもとにグループ内で「インターネットのひみつ」について、話し合う交流活

動を行った。まず、第１時にグループで作成した関連図のコピー（資料１－②、資料２－②）を

資料２ Ｂさんの関連図の変化（個→グループ） 

①             ② 
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資料５ Ｂさんの関連図 

資料４ Ａさんの関連図 

渡し、自分が調べて分かったことを赤で付け足した。続いて、情報たんけんカードや関連図の記

述をもとに、自分が調べて分かったことをグループで報告し合った。最後にグループで話し合い

ながら、新たに分かったことや関連付けられる事実を結び付け、第１時にグループで作成した関

連図をコピーしたものに赤で付け足し、再構成した。 
 Ａさんは、自分にとって身近な問題である家での活用、

医療での活用について追究活動を行った。医療での活用は、

クラス全体での追究の視点の発表を受けて新たに設定した

項目である。関連図への記入では、自分で追究活動を行っ

た家での活用や医療での活用をはじめ 17 個の項目を記入

することができた。それまでに作成したグループの関連図

に記入した項目と新たに調べて分かったことを関連付けて

記入していることが分かる（資料４）。特に、家での活用を

追究する中で、インターネットの便利な点と問題点に興味

をもったＡさんは、ニュースなどの情報収集やネットショ

ッピングなどの便利さを家での活用に関連付ける反面、メ

ールに関する問題点としてチェーンメールやウィルスなど

の問題点を関連付けている。また、調べた事実から、インターネットの便利な点ばかりでなく問

題点に気付いたＡさんは、「インターネットはいろいろなことができて便利だがウイスルなどの問

題点があっておどろいた」「安心してインターネットを使えるような世界でありたい」と授業後の

感想に記述している。グループでの話合いでは、個人で作成した関連図をもとに、各自が調べた

ことを持ち寄って、話し合いながらグループの関連図を再構成した。会社での活用では、宅配便

に、荷物、行き先、バーコードの項目を関連付けたり、農業における活用などを新たに関連付け

たりした。授業後の感想では、「グループの他の人の発表は、知らないことがとてもよくわかった」

「グループでまとめた関連図で知らなかったことがよくわかった」と記述している。市役所や警

察署での活用について調べることのできなかったＡさんであるが、グループで話し合う交流活動

を通して、その活用について知ることができた。これらのことから、個人で作成した関連図をも

とに、友達が調べて分かった事実を自分の調査結果と比べながらグループの関連図に表すことに

より、事実と事実のつながりを関連付けてとらえることができたと考える。 
Ｂさんは、家での活用、会社での活用、漁業での活用に

ついて追究活動を行った。漁業での活用は、クラス全体で

の追究の視点の発表を受けて新たに設定した項目である。

関連図への記入では、漁業での活用をはじめ、９個の項目

を記入することができた。記入した項目数は少ないが、漁

業や会社での情報活用について、自分で調べて分かったこ

とを関連付けて記入していることが分かる（資料５）。特に

漁業での情報活用に興味をもったＢさんは、本やインター

ネットを使って調べた後、更に疑問に思ったことを漁業情

報サービスセンターにＥメールで問い合わせ、「水温分布図

や水揚げ量のほかにどんな情報を送っているか」「どれくら

いの人が、漁業情報センターの情報を利用しているのか」

「情報を送るときに気をつけていることは何か」などの疑

問を解決していった。 
個人で付け足した関連図を見ると、漁業では情報として台風などの天気情報や海水温や漁場な

どの資料を情報として活用していることを関連図に表し、調べたことに自分なりの考えをもち、
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資料６ 事後アンケート調査２ 
関連図をもとに話し合う交流活動は
自分の考えをもつ上で役立ったか。
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資料７ 発表後Ａさんが作成した関連図 

関連付けていることが分かる。グループで話し合いながら作成した関連図では、Ｂさんが調べた

漁業や自動車会社での情報活用に関する項目が追加され、項目の関連付けに関してグループの話

合いを通して再構成されている。授業後の感想では、関連図の広がりから「情報はいろいろな人

や会社、店などで使われる」と記述している。店や学校での活用について調べることのできなか

ったＢさんであるが、グループで話し合う交流活動を通して、その活用について知ることができ

た。個人で作成した関連図をもとに、友達が調べて分かった事実を自分の調査結果と比べながら

グループの関連図に表すことにより、事実と事実のつながりをとらえ直し、新たな関連付けを行

うとともに、関連付けを修正するなど、自分の考えを再構成していることが分かる。 
 全体的に見ると、児童によって関連図に記入した項

目数にばらつきがあるが、追究活動によって明らかに

なった事実やグループの友達との交流活動を通して分

かったことを関連図に記入し、新たな関連付けを行う

など自分の考えを再構成している。また、「グループで

報告したおかげで、新たに分かり自分の考えも増えた」

「いろんな考えを出し合って、わかりやすかった」な

ど、24名の児童が自分の考えをもつ上で役立ったと答

えている（資料６）。 
 これらのことから、調べる過程において、調べて分かったことを関連図に表し、グループで話

し合う交流活動を取り入れたことは、事実と事実のつながりに気付き、社会的事象の意味や働き

について、自分の考えをもつ上で有効であったと考えられる。 

 

３ 深める過程において、インターネットを利用した情報の活用について、グループで作成した

関連図をもとに、グループで調べた事実について、クラス全体で話し合う交流活動を取り入れ

たことは、新たな事実と事実のつながりに気付き、調べたことからインターネットが人々の生

活や産業に大きな影響を与えているという社会的事象の意味や働きについて考える力を育てる

上で有効であったか 

 第６時は、「インターネットのひみつ」について、前時に作成したグループの関連図をもとにク

ラス全体で調べたことを交流する活動を行った。まず、前時にグループで作成した関連図をもと

に発表を行う。聞く側は、他のグループの発表を聞いて新たに分かったことや関連付けられる項

目について、前時に作成した自分のグループの関

連図をコピーしたものに、赤で記入していった。 
 Ａさんは、クラス全体の発表で、家での活用と

医療での活用について発表した。医療での活用で

は、教師が提示した資料をもとに調べた後、家で

も調査活動を続け、インターネットを活用した新

たな医療システムと個人情報の管理について、

「病気などの個人情報はプライバシーに関する

情報なので、もれないようにしっかりと保護する

ことが大切だ」と自分が調べた事実から考えたこ

とを発表できた。他のグループの発表を聞いて新

たに関連付けたのは、プロバイダーに関するもの

をはじめ、17個の項目である（資料７）。他のグ

ループの発表に対して、自分で調べたものと同じテーマについては、発表者の説明にうなずきな

がら、違うテーマや新たに分かった事実に対しては、「なるほど、そうなんだ」という思いをもち
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ながら聞いていた。家での活用や店での活用など、新たに分かった事実をつなげ、インターネッ

トは、家での活用ばかりでなく、店や会社、医療など、様々なところで活用され、生活や仕事に

生かされているということに気付き、自分なりの意味付けを行い関連図に表していることが分か

る。関連図をもとにクラス全体で話し合う交流活動を通して、新たな事実と事実のつながりに気

付き、友達の発表を聞きながら、自分なりの意味

付けを行い、考えを深めていったと考えられる。 

 Ｂさんは、クラス全体の発表で、自分が調べた

自動車会社と漁業での情報活用について発表し

た。漁業では、「魚をとるために様々な情報を有

効に使っている」と自分が調べた事実から考えた

ことを発表することができた。友達の発表を聞い

て新たに関連付けたのは、漁業に関するものをは

じめ５個の項目である（資料８）。また、新たに

関連付けられる項目として２本の線を記入して

関連付けている。同じテーマで調べた他のグルー

プの発表に関しては、自分の関連図と他のグルー

プの関連図を見比べながら発表を聞き、水温、気

温の項目を付け足していた。「これらのことをまとめてどんなことが言えるかな」と投げかけたと

ころ、授業後の感想に、「情報はいろいろなところで有効に活用されている」という記述が見られ

た。調べたことから、インターネットを利用した情報活用について、生活や産業に役立っている

という社会的事象の意味や働きに触れる記述をしていることが分かる。 

 これらのことから、深める過程において、グループで作成した関連図をもとにクラス全体で話

し合う交流活動を取り入れたことは、多様な考えに触れることで新たな事実と事実のつながりに

気付き、調べたことから社会的事象の意味や働きについて、考える力を育てる上で有効であった

と考える。 

 

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題 

 
研究の結果、次のようなことが明らかになった。 

○ 問題解決的な学習の過程で関連図を使うことにより子供の思考が整理され、交流活動により

新たな事実と事実のつながりに気付いたり、自分の考えを修正したりと、調べたことから社会

的事象の意味や働きについて考えることができた。 
○ 社会的事象の意味や働きについての理解をより確かなものにするために、因果関係や対立関

係など、矢印や線を使って事実と事実のつながりや事象同士のつながりを表すなど、関連図の

表記の仕方を工夫することが必要である。 
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資料８ 発表後Ｂさんが作成した関連図 


